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は じ め に
　サイトメガロウイルス （cytomegalovirus : CMV） 
は，ヒトヘルペスウイルスに属する 2本鎖DNAウ
イルスである．現在ヘルペスウイルスは，herpes 
simplex virus 1 （HSV-1），herpes simplex virus 2 
（HSV-2），varicella zoster virus （VZV），Epstein-
Barr virus （EBV），cytomegalovirus, human 
herpesvirus 6 （HHV-6），human herpesvirus 7 






































































5 mg/kg，1 日 2 回 1 時間以上かけて点滴静注する．
また，維持量としては，1日 6 mg/kg，週に 5日間，
又は，1日 5 mg/kg，週に 7日間 1時間以上かけて
点滴静注する．バルガンシクロビルの成人に対する
初期投与量は，1回 900 mg を 1 日 2 回食後に経口
投与する．維持量としては，1 回 900 mg を 1 日 1
回食後に経口投与する．副作用としては，骨髄抑制












一般名 商品名 投与経路 用法・用量（維持量） 主たる副作用
ガンシクロビル デノシン 点滴静注 5 mg/kg× 2回
（5 mg/kg× 1）
骨髄抑制
バルガンシクロビル バリキサ 経口 900 mg× 2回
（900 mg× 1回）
骨髄抑制
シドフォビル ビスタイド 点滴静注 5 mg/kg/週 1 回を 2回
以後 2週に 1回
骨髄抑制，腎機能障害









































る．前者における初期治療では，1回 60 mg/kg を
1日 3回又は，1回 90 mg/kgを 1日 2回点滴静注し，
2 ～ 3 週間行う．後者では，60 mg/kg を 1 日 2 回
点滴静注し，1～ 2 週間行う．両適応症とも維持療





る．腎障害低減の目的のため生理食塩液 0.5 ～ 1 L 











































は，CMVの前初期抗原 2（immediate early antigen 





　ワクチンは，現在 phase 2 臨床試験を終了してお
り，将来，女性（出産可能性のある）や移植患者に
対する CMV感染症の予防に役立つと考えられる．
実際に，母体への CMV envelope glycoprotein B 
and M59 adjuvant ワクチン投与は，3 年後の先天
性 CMV感染症を 50％減少させ12），CMV再活性化







































対照群が 14 名中 7 名に症候性 CMV感染症が認め
られたのに対し，IVIG 投与群では，31 名中 1 名に
しか発症が認められなかった．また，予防グループ


































































































シクロビル（poor bioavailability ; 7％であるため高
用量投与が必要）の有効性が検討された28）．364 例
の（D＋/R－）の固形臓器移植患者に対し，バルガ
ンシクロビル900 mg/日，ガンシクロビル1,000 mg 


































討されている．2006 年に 10 の臨床試験を統合解析
した，システマティックレビューが報告されてい
る31）．6 臨床試験は，pre-emptive therapy とプラ
セボ又は標準治療（CMV発症後に行われる治療）
を比較したものであり，3臨床試験は，pre-emptive 
therapy と prophylactic therapy を比較し，1 臨床
試験は，経口と点滴静注での投与方法による pre-
emptive therapy の比較検討であった．3臨床試験
中 1臨床試験の結果，pre-emptive therapy と pro-
phylactic therapy との間には，CMV感染症発症リ
スク（RR: 0.42，95％ CI : 0.07-2.65）や死亡率（RR: 
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